
お
か
や
ま
縁
む
す
び
ネ
ッ
ト

特
設
会
場
を
開
設

　
県
は
、
利
用
者
の
希
望
に
沿
っ
た
出

会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
結
婚
支
援
シ

ス
テ
ム「
お
か
や
ま
縁
む
す
び
ネ
ッ
ト
」

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
お
か
や
ま
縁
む
す
び
ネ
ッ
ト
は
会
員

制
で
、
利
用
す
る
に
は
登
録
が
必
要
で

す
。
通
常
は
「
お
か
や
ま
出
会
い
・
結

婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
岡
山
市
、
倉

敷
市
、
津
山
市
）で
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
次
の
日
時
に
市
内
で
手
続
き
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
要
予
約
）

日
時　
12
月
４
日（
日
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
４
時
15
分

場
所　

高
梁
市
文
化
交
流
館
講
座
室

２・３
申
し
込
み　

お
か
や
ま
出
会
い
・
結

婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
６
‐

２
３
６
‐
０
８
０
２
）へ
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

☎
21
‐
０
２
８
２

高
梁
市
で
の
新
婚
生
活
を
応

援
し
ま
す

対
象
者　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人

①
令
和
4
年
1
月
1
日
か
ら
令
和
5
年

3
月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、

受
理
さ
れ
た
39
歳
以
下
の
夫
婦

②
前
年
度
の
世
帯
所
得
が
４
０
０
万
円

未
満
の
世
帯（
申
請
時
、
無
職
の
場
合

は
別
途
要
件
あ
り
）

※
た
だ
し
、
交
付
申
請
日
に
お
い
て
本

市
に
住
民
登
録
を
し
、
５
年
以
上
定
住

す
る
意
思
を
持
ち
、
か
つ
市
税
な
ど
を

完
納
し
て
い
る
こ
と

助
成
対
象
期
間　
令
和
4
年
1
月
1
日

か
ら
令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で
に
支

払
っ
た
費
用

助
成
対
象
費
用　
①
引
越
し
費
用　
②

賃
貸
住
宅
の
家
賃
な
ど　
③
住
宅
の
改

修
費
用　
④
住
宅
の
取
得
費
用

補
助
上
限
額　

29
歳
以
下
の
場
合
は

60
万
円
、
30
歳
以
上
39
歳
未
満
の
場
合

は
30
万
円

※
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

☎
21
‐
０
２
８
２

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間

　
岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
18
日（
金
）

～
24
日（
木
）を
、
全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し

て
い
ま
す
。
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
を
巡

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時
／
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日

の
午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
お
よ
び
人

権
擁
護
委
員

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話

番
号　
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０　

（
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
）

問
岡
山
県
地
方
法
務
局
高
梁
支
局

☎
22
‐
２
３
１
８

事
業
主
は
労
働
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う

　
11
月
は
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃

強
化
期
間
で
す
。

　

事
業
主
は
、
労
働
者（
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
含
む
）を
１
人
で
も
雇
用

し
て
い
れ
ば
労
働
保
険
に
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
労
働
保
険
の
加
入
は

事
業
主
の
責
任
と
義
務
で
す
。
加
入
手

続
き
を
し
て
い
な
い
事
業
主
は
こ
の
機

会
に
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
保
険　
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
を

総
称
し
た
強
制
保
険
制
度

労
災
保
険　
労
働
者
が
業
務
中
や
通
勤

途
上
で
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
必
要
な

保
険
給
付
を
行
い
、
被
災
し
た
人
や
そ

の
家
族
の
生
活
を
保
護
し
、
社
会
復
帰

を
促
進
す
る
事
業
を
行
う
た
め
の
保
険

制
度

雇
用
保
険　
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

に
失
業
手
当
な
ど
を
給
付
し
た
り
、
再

就
職
を
促
進
す
る
事
業
を
行
う
た
め
の

保
険
制
度

※
新
た
に
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合

は
、
保
険
料
の
納
付
と
は
別
に
そ
の
都

度
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
雇
用
保
険
被
保

険
者
取
得
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
労
働
保
険
関
係
の
事
務
処
理
を

代
行
し
て
行
う
労
働
保
険
事
務
組
合
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
☎
22
‐
２
２
９
１

10Ｒ4 (2022) 11 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

若若わ
か
わ
か

きき
日日ひひ

のの  

面面お
も
お
も

影影か
げ
か
げ

残残の
こ
の
こ

すす  

着着きき

物物も
の
も
の

解解とと

くく  

指指ゆ
び
ゆ
び

先先さ
き
さ
き

にに
糸糸い
と
い
と  

か
ら
め
な
が
ら

か
ら
め
な
が
ら
抜抜ぬぬ

く　
　
く　
　

那那なな

須須すす

閑閑し
ず
し
ず

子子ここ

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）


